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1 は じ め に

中山間地域では、多様な特産作物の生産が行われてい

る。その中で、食用ホオズキは、軽量でジヤムやアイス

クリームなどの加工にも適すことから、その特徴を活か

した多様なマーケテイングが可能である。対象地域のK

村に食用ホオズキが導入されて4年 目となるが、品質向

上と収量確保のため、主体であつた露地栽培をハウス栽

培に切り替えてきている。しかし、これまでの実生苗定

植では収穫始めが7月下旬と遅く、収量も安定しなかっ

た。そこで、7月上旬の需要期に応えるため、作期をで

きるだけ前進させる技術を開発し、作型確立を図ること

を目的として一連の試験を行つた。

2試 験 方 法

試験は2001～2003年に、秋田農試パイプハウス100平

方メートル(普通非アロフエン質黒ボク土)において行つ

た。

(1)試験区の構成 :

[試験1]挿 し木時期(2001)1区

旬、3区 実生(慣行 )

鵬趣た2]挿 し穂採取部位(2002)

岐部、3区 実生(慣行 )

[試験3]発根剤 :オキシベロン粉剤(2003)1区 発根

剤無使用、2区 発恨剤使用 (挿し木月上はパーミキユラ

イト)

(2)耕種概要 :

挿し木 ;3月 2日 (2002)、 3月 10日 (2003)、 播種日(実

生);2月 20日、定値日;4月 19日、施肥(kg/a);基肥 窒

素 :燐酸 :カ リ各1.3、 追肥 窒素 :燐酸 :カ リ=0.2:0.

1:0.16(液肥で実施)。 栽値様式 ;畝幅200cm、 株間80cm

(62A/a)、 グリーンマルチ栽培。誘引 ;キユウリ用支柱

をlllFE5隔で設置

(3)試験規模 :[試験1]1区 5株2反気  鵬踊蛇・3]1

区10株反復なし

(4)親株養成方法

前年の11月上旬に収穫終了時の株から発生した側芽を

取り、長さ10c工に調製し、バーミキュライトに挿した。

発根後10.5cm径のポリポットに仮植し、1月 中旬に20cn

径の深鉢に最終鉢上げを行い、親株とした (図 1)。

(5)苗用挿し木方法

養成した親株から3月 上旬に挿し穂を取り、10cll長に

調製し、パーミキユライトに挿す。発根したら3月下旬

に12cn径のポリポットに鉢上げした (図 2・ 図3)。

3 試験結果及び考察

(1)挿 し木苗定植と収穫始期

4月 中旬にハウス内に定植すると実生(慣行 )苗定植よ

り開花が早まり、約40日早い6月上旬に収穫が始まつた

(表 1)。

(2)挿 し木苗定植での生育

挿し木苗定値によって、下位節から着花するようにな

つた。挿し穂部位を枝の最上部とすると、草丈・茎径の

生育が旺盛で、着花節位が低下し、収護が早まつた (表

1)。

(3)挿し木時期・挿し本部と収穫開始及び収量

挿し木時期としては3月上旬が、挿し木部位としては

最上部挿しがもつとも収穫開始が早まつた。8月 上旬ま

での早期収量及び全収量は実生(慣行 )苗定値より勝つた

(図 4)。

(4)発根剤を使用しない挿し木法

2001・ 2002年は、発根剤を使用しての試験であつた。

使用したオキシベロン粉剤は、食用作物に登録が無い

ため、発恨剤を使用しない育首法について検討を加えた。

その結果、挿し木時、発根剤を使用しなくとも、苗の生

育・発根率に差がないことが分かつたく表2、 図5)。

4 まとめ

3月上旬、2区 3月 中

1区 最上部、2区 分
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食用ホオズキ(町sa″s paruガ
"aι
)のハウス栽培に

おいて、前年養成した親株から挿し穂をとり、3月上旬

挿し木、4月 中旬定植すると、慣行の実生苗定植に比べ

約40日の収穫前進が図れ、果実重も大差ない。挿し穂の

採取部位は校の最上部が適する。また、発根剤を使用し

なくとも挿し木ができる。

挿し木 :前年11月
に実施、採穂 :収
穫終了期の株より
採取、挿し穂調
製 :10cnl長 挿し
フヽ用■ :ハ ―゙ミキュライ
ト、仮植 :発根後
10.5cm径の黒ポリ
ポツト、最終鉢上
げ :20m径の鉢 (1
月中旬 )

1/上～,/上   7/中    ,/下    3/上    `/中    :/下

図4挿 し穂部位の違いと収穫個数の推移 (2002年 )

図2挿し穂の採取部位

表2 発根剤使用の有無と苗の生育

区分   草丈
発根剤   (c■ )

分枝

(本 )

発根率
(%)

無

有
21.0

21.7

０

０

０

０

９

０

３

４

図1親株養成方法(採穂間近の親株 :3月 )

調製後の挿し穂 挿し木の状況

図3苗用挿し本方法

採穂 :親株から部
位別に行う、挿し
穂調製 :10cll黒
挿し木用上 :ハ ―゙ミ
キュライト、挿し木 :育
苗パット深型、発
根剤 :オキシベロン粉剤
0.5、 温慮管理 :発
根まで20℃、鉢上
げ ;発根後12m径
の黒ポリポットに
実施

の違いと生

始期 市場単価

分岐部  36 5.9  3   4  4/19  235  34.7  6.1  4  6/7 8月 上旬/330円
こある。なお、 1クースは200g入りである。

収
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発根剤使用   発根剤無使用

図5発根状況(2003年 )
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